
　

日
本
共
産
党
は
、
井
崎
市
長
が
初
め
て
編
成
し
た
04
年

度
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。「
１
円
ま
で
活
か
す
市
政
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
予
算
は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
ど

う
活
か
さ
れ
る
と
い
う
の
か
、
そ
の
内
容
と
は
…
。

　

長
引
く
不
況
に
加
え
、

庶
民
増
税
や
年
金
改
悪
な

ど
合
計
７
兆
円
を
上
回
る

負
担
増
が
次
々
と
強
行
さ

れ
る
中
、
流
山
市
で
は
市

民
の
暮
ら
し
を
さ
ら
に
深

刻
に
さ
せ
る
負
担
増
が
待

ち
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
、
市
民
の
痛
み

は
「
十
分
感
じ
て
い
る
」

と
言
い
な
が
ら
も
、
財
政

難
を
理
由
に
、
国
民
健
康

保
険
料
の
引
き
上
げ
を
は

じ
め
、
保
育
料
の
連
続
値

上
げ
、
文
化
会
館
利
用
料

と
ご
み
処
理
手
数
料
の
引

き
上
げ
、
障
害
者
福
祉
手

当
の
カ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
、

今
後
、
自
転
車
駐
車
場
料

金
引
き
上
げ
や
公
民
館
・

福
祉
会
館
の
有

料
化
な
ど
実
施

し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

児
童
館
で
は

正
規
職
員
が
減

ら
さ
れ
、
利
用

者
の
不
安
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
に
負

担
が
増
え
た
ら
、

生
活
で
き
な
い
」

と
の
怒
り
は
当

然
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

常
磐
新
線
開
発
区
域
の

木
地
区
を
担
当
し
て
い
た

県
住
宅
供
給
公
社
が
事
実

上
破
綻
。
全
国
の
区
画
整

理
事
業
も
、
地
価
の
下
落

で
赤
字
が
深
刻
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
こ
そ
先
行
き
不
透
明

な
巨
大
開
発
は
見
直
し
、

い
ま
の
市
民
が
望
む
公
共

下
水
道
の
整
備
や
小
中
学

校
の
耐
震
補
強
、
老
朽
化

し
た
消
防
署
の
建
て
替
え

な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た

公
共
事
業
に
税
金
を
使
う

べ
き
で
す
。

　

市
民
生
活
優
先
と
言
う

な
ら
、
市
民
負
担
を
増
や

す
の
で
は
な
く
、
福
祉
の

増
進
と
い
う
自
治
体
の
役

割
を
発
揮
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

常
磐
新
線
関
連
予
算
の

１
％
で
、
国
保
料
や
保
育

料
の
引
き
上
げ
を
し
な
く

て
も
済
み
ま
す
。
融
和
施

設
予
算
の
１
割
あ
れ
ば
、
手

数
料
・
利
用
料
の
値
上
げ

を
ス
ト
ッ
プ
で
き
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
税
金

の
使
い
方
を
変
え
て
、
市

民
の
暮
ら
し
を
守
れ
と
要

求
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
負
担
を
増
や
す
一

方
で
、
大
型
公
共
事
業
は

聖
域
と
し
、
莫
大
な
税
金

を
つ
ぎ
込
も
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

常
磐
新
線
関
連
事
業
に

年
間
31

億
円
と
、
市
の
予

算
の
１
割
近
く
を
。
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
の
自
由

通
路
と
東
武
乗
換
駅
は
継

続
事
業
で
36
億
円
。
新
ご

み
焼
却
場
の
隣
に
は
、
６
・

５
億
円
の
入
浴
施
設
（
地

域
融
和
施
設
）
を
つ
く
っ

て
、
民
間
企
業
に
運
営
を

委
託
し
ま
す
。
「
東
葛
で

一
番
の
施
設
を
つ
く
っ
て
、

黒
字
を
生
み
出
す
」
と
言

い
ま
す
が
、
周
辺
の
同
様

施
設
は
利
用
者
が
減
っ

て
お
り
、「
な
ぜ
今
６
億

円
の
お
風
呂
な
の
？
」「
赤

字
が
出
た
ら
ど
う
す
る
の

か
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　イラクで３名の日本人が拘束され、国民は大き

な衝撃を受けています。ブッシュ大統領への義理

から「自衛隊は撤退しない」と米国支援に固執す

る小泉内閣。日本共産党は「人命尊重最優先」「自

衛隊の即時撤退」を求めています。

　「給付減らし、保険料を引き上げ（自民・公明）」

「消費税引き上げ一元化（民主）」…年金改悪で、二

大政党が国民犠牲を競い合っています。日本共産

党は、給付減・負担増を伴わない年金改革を提案、

悪政阻止に全力をつくしています。

日本
共産党

×
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○
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○

×

×
（※）

公明党
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○
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新志会
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○
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社民・
市民連合

×

○
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○

平成16年度
一般会計予算

国民健康保険条例の一部
改正（保険料の引き上げ）

年金改悪に反対する
意見書

イラクから自衛隊の引き
上げをもとめる意見書

※創成会の藤井議員は賛成しています

生活が大変、なんとかしてほしい…生活が大変、なんとかしてほしい…
日本共産党くらし破壊の政治はストップを！くらし破壊の政治はストップを！くらし破壊の政治はストップを！

な
ん
で
、６
億
円
の
お
風
呂
な
の
？

エ
ッ
、ま
た
値
上
げ
す
る
の

04年度予算

巨
大
開
発
や
入
浴
施
設（
地
域
融
和
施
設
）の
ム
ダ
使
い
に
メ
ス
を
！

巨
大
開
発
や
入
浴
施
設（
地
域
融
和
施
設
）の
ム
ダ
使
い
に
メ
ス
を
！

市
民
の

　

く
ら
し

市
民
の

　

く
ら
し

「
生
活
で
き
な
い
」と

　
　
　
　
　
　

 

悲
鳴
、次
々

公
共
事
業

公
共
事
業

新
線
関
連
31
億
円 

入
浴
施
設
６
・
５
億
円

   　
巨
大
開
発
の
ム
ダ
使
い
そ
の
ま
ま
に

イラク派兵、年金改悪…イラク派兵、年金改悪…

いま悪政をくいとめる力を

大
切
な
税
金
を
市
民
の
た
め
に

活
か
し
ま
す

日
本
共
産
党
の
提
案

市
民
生
活
優
先
で

　

福
祉
・
教
育
予
算
の
拡
充
を

公
共
事
業
は
生
活
密
着
型
へ

　
　

巨
大
開
発
は
見
直
し
を
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３
月
議
会
、
初
石
駅
ト
イ

レ
水
洗
化
事
業
が
予
算
化
。

『
東
口
の
早
期
開
設
を
求
め

る
陳
情
書
』
も
採
択
さ
れ
、

地
域
住
民
か
ら
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
当
局
も
駅
東
側
用
地

確
保
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
日
本
共
産
党
は

み
な
さ
ん
と
共
同
し
、
「
も

っ
と
便
利
な
東
武
鉄
道
を
」

と
東
武
本
社
や
流
山
市
と
交

渉
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
02

年
度
は
江
戸
川
台
ふ
じ
い
薬

局
前
の
踏
切
拡
幅
、
03

年
度

は
運
河
駅
ト
イ
レ
の
水
洗
化

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
初
石
駅
・
運

河
駅
の
両
側
改
札
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
踏
切
拡
幅
な
ど

の
願
い
実
現
に
が
ん
ば
り
ま

す
。

　

失
業
・
廃
業
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
加
入
者
の
４
割
近

く
が
保
険
料
を
滞
納
。
医
療

費
10
割
負
担
と
な
る
資
格
証

明
書
の
発
行
も
千
人
を
超
え
、

受
診
・
治
療
を
中
断
す
る
な

ど
、
市
民
の
命
や
健
康
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
い
ま
「
安
心
し
て
払
え

る
保
険
料
に
」
と
の
切
実
な

願
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
流
山
市
は
、
今

年
度
に
約
４
億
円
の
引
き
上

げ
を
計
画
。
医
療
・
介
護
の

負
担
増
は
５
年
連
続
で
す
。

し
か
も
、
低
所
得
者
ほ
ど
負

担
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
は
、
滞
納
者
や

資
格
証
明
書
世
帯
が
い
っ
そ

う
増
加
し
、
制
度
自
体
の
崩

壊
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
保
加
入
者
の
健
康

保
持
に
役
立
っ
て
い
た
「
は

り
・
あ
ん
ま
等
助
成
事
業
」

も
２
年
連
続
で
削
減
し
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

議
案
提
案
権
を
使
い
、
１
世

帯
１
万
円
を
引
き
下
げ
る
「
国

保
料
引
き
下
げ
条
例
」
案
を

議
会
に
提
出
。
「
全
世
帯
が

平
等
に
負
担
軽
減
を
実
感
で

き
、
保
険
料
を
納
め
や
す
く

す
る
効
果
が
あ
る
。
総
額
２

億
７
千
万
円
の
財
源
は
、
ム

ダ
な
公
共
事
業
の
見
直
し
で
」

と
引
き
下
げ
案
の
採
択
を
求

め
ま
し
た
。

　

度
重
な
る
国
保
料
引
き
上

げ
に
市
民
か
ら
「
も
う
や
っ
て

い
け
な
い
」
と
の
悲
鳴
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
命
や

健
康
を
守
る
う
え
で
も
、
国

保
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、「
国
保
料
の
引
き
下
げ
を
」

の
声
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
『
区
画
整
理
が
お
こ
な
わ

れ
た
住
宅
街
に
、
な
ぜ
国
道

16

号
並
み
の
幅
広
い
道
路

な
の
か
』
と
大
看
板
が
立
ち

並
ぶ
三
輪
野
山
地
域
で
は
、

道
路
計
画
の
ル
ー
ト
変
更
を

求
め
る
住
民
運
動
が
活
発
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

常
磐
新
線
と
平
行
し
、
埼

玉
県
三
郷
市
で
外
環
道
路
に

つ
な
が
る
都
市
軸
道
路
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
、
区
画
整

理
中
の
地
域
や
市
街
化
調
整

区
域
を
通
す
計
画
で
、
既
存

市
街
地
を
横
切
る
の
は
ご
く

一
部
。
住
民
が
反
対
す
る
の

も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
「
こ
ん
な
巨
大

な
産
業
道
路
が
必
要
な
の
か
」

と
の
声
も
根
強
く
出
さ
れ
て

お
り
、
住
民
無
視
の
計
画
の

見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

17

年
前
に
死
亡
事
故
も
あ

っ
た
南
柏
駅
前
の
交
差
点
。

日
本
共
産
党
は
そ
の
当
時
か

ら
住
民
と
と
も
に
、
安
全
確

保
に
向
け
て
活
動
。
右
折
レ

ー
ン
・
右
折
信
号
が
設
置
さ

れ
、
事
故
は
激
減
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
交
差
点
の
安
全

対
策
を
繰
り
返
し
求
め
、
12

月
議
会
の
質
問
直
後
に
改
善

内
容
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
交
差
点
の
歩
道

と
車
道
の
拡
幅
工
事
が
始
ま

る
予
定
で
す
。
地
下
道
建
設

は
一
時
凍
結
さ
れ
、
現
在
の

横
断
歩
道
は
残
さ
れ
ま
す
。

不正・疑惑を
許さず、

　真相究明を
求めます不正・疑惑を
許さず、

　真相究明を
求めます不正・疑惑を
許さず、

　真相究明を
求めます

　「特定職員を採用する意図で、
上層部から指示があった疑念が…」
と職員採用問題調査委員会は指摘
しています。
　この間、新ゴミ焼却場建設にか
かわる疑惑や職員採用疑惑など、
不正・疑惑が次々と表面化。日本
共産党は３月議会でも取りあげ、
追及しました。引き続き、真相究
明を求め全力をつくします。

資格証明書
世帯区分

H14実績

H15見込み

H16予算

加入世帯

25,447

26,647

28,053

滞納世帯
（加入世帯比）

9,368
（36.8％）

10,307
（38.7％）

11,279
（40.2％）

当初

550

719

883

年度末

823

1,004

1,234

引き上げ率
18.85％
16.19％
15.24％
14.61％
11.99％
9.81％
8.12％
0.53％

0.00％

給与収入額
980,000
2,000,000
3,000,000
4,000,000
5,000,000
6,000,000
7,000,000
8,000,000

9,000,000～
120,000,000

賦課所得額
0

890,000
1,590,000
2,330,000
3,130,000
3,930,000
4,770,000
5,670,000

6,570,000～
9,370,000

改定前
48,800
200,700
262,500
327,800
398,500
469,100
543,300
606,800

610,000

改定後
58,000
233,200
302,500
375,700
446,300
515,100
587,400
610,000

610,000

4人家族の場合モデルケース

こ
れ
ま
で
も

　

こ
れ
か
ら
も

こ
れ
ま
で
も

　

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
声
を
届
け
て

　
『
住
民
が
主
人
公
』の
ま
ち
づ
く
り
を

み
な
さ
ん
の
声
を
届
け
て

　
『
住
民
が
主
人
公
』の
ま
ち
づ
く
り
を

『
住
宅
街
に
巨
大
道
路
は
い
ら
な
い
、

  

見
直
し
を
』　　
　
　

三
輪
野
山 

東
武
鉄
道 

駅
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、

　
　
　
　
　

 　

踏
切
拡
幅
を
実
現

国
道
６
号
南
柏
駅
前
交
差
点

　
　

歩
道
・
右
折
レ
ー
ン
拡
幅
へ

保
険
料
滞
納
者
が
増
大
、

受
診
・
治
療
の
中
断
も

04
年
度
│
国
保
料

約
４
億
円
の
引
き
上
げ

は
り
等
助
成
も
カ
ッ
ト

保
険
料
引
き
下
げ
の

　
　
　
 

議
案
を
提
案

市民の願い実現へ

国保料１世帯１万円引き下げを１世帯１万円引き下げを１世帯１万円引き下げを１世帯１万円引き下げを
安西  孝之
市議会議員

小田桐たかし
市議会議員

いぬい紳一郎
市議会議員

高野  とも
市議会議員
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